
1 

  

2 0 2 5 年 度 と ち ぎ ソ ー シ ャ ル ケ ア サ ー ビ ス 従 事 者 協 議 会  

「 第 2 1 回 学 会 」 ＆ 「 第 2 8 回 公 開 セ ミ ナ ー 」 開 催 要 綱  

 

１  趣  旨  

  今 や 超 少 子 高 齢 社 会 を 背 景 と し た 社 会 保 障 ・ 社 会 福 祉 の 課 題 は 、 全 て の 国 民

の 「 我 が 事 」 に な っ た 。 2 0 1 6 年 9 月 の 厚 労 省 P T の 「 福 祉 ビ ジ ョ ン 」 か ら 、 地

域 共 生 社 会 の 構 築 を 目 指 し た 一 連 の 社 会 福 祉 法 等 が 改 正 さ れ 、 国 民 の す べ て が

参 加 す る 「 重 層 的 支 援 体 制 整 備 事 業 」 の 取 り 組 み が 、 全 国 の 4 7 3 の 自 治 体 で 、

県 内 で は 、 宇 都 宮 市 、 栃 木 市 他 8 市 5 町 で 果 敢 に 取 り 組 ま れ て い る 。  

2 0 2 4 年 の 6 月 に は 、 宇 都 宮 市 か ら 栃 木 県 社 会 福 祉 士 会 に 上 記 事 業 の 一 部 が 委

託 さ れ 、「 と ち ぎ ソ ー シ ャ ル ケ ア サ ー ビ ス 従 事 者 協 議 会 」（ 加 盟 ６ 団 体 / 会 員

1 , 2 0 0 名 ） は 、 こ れ を 支 援 し て い る 。  

ま た 、 同 年 8 月 に は 、 社 会 福 祉 法 人 恩 賜 財 団 済 生 会 （ 職 員 約 6 6 , 0 0 0 人 ） が 、

こ れ ら を 見 据 え た 「 地 域 包 括 ケ ア 連 携 士 養 成 事 業 」 を 開 発 し 、 全 国 2 か 所 の モ

デ ル 地 区 を 北 海 道 と 栃 木 県 に 設 定 し 、 全 国 初 の 社 会 福 祉 専 門 職 団 体 協 議 体 の 本

会 と 共 催 し 、 3 9 名 の 「 地 域 包 括 ケ ア 連 携 士 」 を 誕 生 さ せ 、 今 年 度 も 継 続 し て い

る 。  

国 は 、 地 方 自 治 体 に 「 重 層 的 支 援 体 制 の 整 備 」（ ① 断 ら な い 相 談 ② 当 事 者 参 加

支 援 ③ 地 域 づ く り ） を 果 敢 に 求 め て い る が 、 こ の 背 景 に は 、 2 0 0 0 年 以 降 の 家 族

や 地 域 社 会 の 基 盤 が 変 化 し 、「 生 き づ ら い 」 社 会 へ の 変 化 が あ る 。  

心 身 や 生 命 を 維 持 で き な い 「 絶 対 的 貧 困 」 に 加 え 、 人 間 の 尊 厳 や 人 間 関 係 を

損 な う 「 相 対 的 貧 困 」 の 解 決 が 今 、 焦 眉 の 課 題 で あ る 。  

近 年 、 激 増 す る 「 子 ど も 食 堂 」 や 不 登 校 の 児 童 の 増 加 に 象 徴 さ れ る 「 子 ど も

の 貧 困 」 を は じ め 、 生 活 情 報 の 格 差 や 生 理 用 品 の 購 入 も ま ま な ら ぬ 「 若 い 女 性

の 貧 困 」 が 顕 著 で あ る 。 ま た 、 単 身 世 帯 化 に 伴 う 認 知 症 や 老 老 介 護 等 の 「 高 齢

者 の 貧 困 」 も 著 し い 。 さ ら に 引 き こ も り の 人 々 の 増 加 や 「 8 0 5 0 」 世 帯 の 増 加 、

い わ れ な き 偏 見 や 差 別 の 伴 う 「 障 害 者 の 貧 困 」 等 も 従 来 に 増 し て 深 刻 で あ る 。  

中 で も 、 こ れ ら の 課 題 に 対 応 す る 社 会 福 祉 専 門 職 の 専 門 性 の 向 上 を 図 る 諸 条

件 の 整 備 、 と り わ け 介 護 人 材 の 不 足 を は じ め 労 働 環 境 の 整 備 は 、 喫 緊 の 課 題 で

あ る 。 そ こ で 、「 現 代 の 新 し い 貧 困 の 本 質 」 を 問 い な が ら 、 そ れ ら を 解 決 す る た

め に 、 す べ て の 人 々 が 参 加 ・ 協 働 す る 「 地 域 共 生 社 会 構 築 」 の 在 り 方 を 明 ら か

に す る 。  
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２  内  容   

（ 第 １ 部 ）  基 調 講 演  「 現 代 の 新 し い 貧 困 と は 何 か ？ 」  

□ 講  師   岡 部  卓  新 潟 医 療 福 祉 大 学 教 授  

東 京 都 立 大 学 名 誉 教 授  

元 明 治 大 学 公 共 政 策 大 学 院 教 授  

□ 経  歴   〇 公 的 扶 助 ワ ー カ ー を 1 0 年 経 験 。 日 本 の 貧  

困 に つ い て 現 場 を 熟 知 し 、 鋭 く 現 代 の 新 し い  

貧 困 を 俯 瞰 す る 気 鋭 の 研 究 者 。  

〇 国 の 社 会 保 障 審 議 会 委 員 及 び 公 的 扶 助 専 門  

部 会 委 員 と し て 政 策 と 現 場 を 繋 ぐ こ と の で き  

る 数 少 な い 研 究 者 。  

□ 著 書 ＆ 研 究 領 域   「 公 的 扶 助 論 」 「 社 会 保 障 論 」  

「 貧 困 問 題 と ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 」  

 

（ 第 ２ 部 ）  基 調 報 告  宇 都 宮 市 保 健 福 祉 部 地 域 共 生 推 進 室  野 澤 純 係 長  

     栃 木 県 社 会 福 祉 士 会         濵 﨑 香 織 理 事  

     栃 木 県 医 療 社 会 事 業 協 会         荻 津 守 副 会 長  

 

（ 第 ３ 部 ）  シ ン ポ ジ ウ ム  「 今 、 現 場 で 何 が 起 き て い る か ？ 」  

※ 別 添 発 表 論 旨 参 照  

コ ー デ ィ ネ ー タ ー  大 友 崇 義 代 表  松 永 千 惠 子 副 代 表  

コ メ ン テ ー タ ー   岡 部  卓 教 授  

シ ン ポ ジ ス ト  

「 子 ど も の 貧 困 」   栃 木 県 社 会 福 祉 士 会      高 橋  弘 美  

「 女 性 の 貧 困 」    栃 木 県 医 療 社 会 事 業 協 会    荻 津   守  

「 障 害 者 の 貧 困 」   栃 木 県 精 神 保 健 福 祉 士 協 会   稲 見   聡  

「 高 齢 者 の 貧 困 」   栃 木 県 介 護 福 祉 士 会      谷 口  美 智  

「 訪 問 介 護 の 貧 困 」  栃 木 県 ホ ー ム ヘ ル パ ー 協 議 会  絹 木  憲 司  

 

３  開 催 期 日   令 和 8 年 1 月 2 4 日 （ 土 ） 1 0 時 0 0 分 ～ 1 6 時 4 5 分  

 

４  場   所   と ち ぎ 福 祉 プ ラ ザ ３ 階  福 祉 研 修 室 A B  

                    宇 都 宮 市 若 草 １ － １ ０ － ６  
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5  日   程  

時 間  内      容  

９ 時 4 5 分  受 付 開 始  

1 0 時 0 0 分  開  会  

1 0 時 0 5 分  挨  拶  

と ち ぎ ソ ー シ ャ ル ケ ア サ ー ビ ス 従 事 者 協 議 会 代 表  

                     大 友  崇 義   

栃 木 県 知 事               福 田  富 一  

栃 木 県 社 会 福 祉 協 議 会 長                石 﨑  金 市  

栃 木 県 社 会 福 祉 法 人 経 営 者 協 議 会 長    菊 地  月 香        

1 0 時 3 0 分  

（ 9 0 分 ）  

「 現 代 の 新 し い 貧 困 と は 何 か ？ 」  

 講 師  岡 部  卓  新 潟 医 療 福 祉 大 学 教 授  

         東 京 都 立 大 学 名 誉 教 授  

1 2 時 0 0 分  

（ 6 0 分 ）  

昼 食  

1 3 時 0 0 分  

（ 4 5 分 ）  

基 調 報 告   

① 「 重 層 的 支 援 体 制 整 備 事 業 」 の 現 状 と 課 題 及 び  

今 後 の 展 望  

  宇 都 宮 市 保 健 福 祉 部 地 域 共 生 推 進 室  野 澤 純 係 長  

② 「 宇 都 宮 市 社 会 参 加 支 援 事 業 」 の 現 状 と 課 題  

栃 木 県 社 会 福 祉 士 会    濵 崎 香 織 理 事  

③ 「 地 域 包 括 ケ ア 連 携 士 養 成 事 業 」 の 現 状 と 課 題  

    栃 木 県 医 療 社 会 事 業 協 会  荻 津 守 副 会 長  

1 3 時 4 5 分

（ 9 5 分 ）  

「 シ ン ポ ジ ウ ム 」  

〇 コ ー デ ィ ネ ー タ ー  大 友 崇 義 代 表 ＆ 松 永 千 惠 子 副 代 表  

〇 コ メ ン テ ー タ ー   岡 部 卓 教 授  

① 子 ど も の 貧 困      栃 木 県 社 会 福 祉 士 会  

② 女 性 の 貧 困       栃 木 県 医 療 社 会 事 業 協 会  

③ 障 害 者 の 貧 困      栃 木 県 精 神 保 健 福 祉 士 協 会  

④ 高 齢 者 の 貧 困      栃 木 県 介 護 福 祉 士 会  

⑤ 訪 問 介 護 従 事 者 の 貧 困  栃 木 県 ホ ー ム ヘ ル パ ー 協 議 会  

1 5 時 2 0 分  

（ 1 0 分 ）  

休 憩  

1 5 時 3 0 分  

（ 7 0 分 ）  

グ ル ー プ 討 議  

全 体 フ ァ シ リ テ ー タ ー  / 松 永 千 惠 子 副 代 表  

①  グ ル ー プ 討 議 ⇒ ５ グ ル ー プ に 編 成  

②  グ ル ー プ フ ァ シ リ テ ー タ ー  

ⅰ  各 レ ポ ー タ ー が 担 当 す る 。  
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ⅱ  グ ル ー プ ワ ー ク に よ り 、 各 領 域 に お け る 現 状 と 課

題 を ま と め 、 専 門 職 は 何 が で き る か 、 ➀ 政 策 領 域

② 経 営 領 域 ③ 臨 床 領 域 へ の 提 案 を ま と め る 。  

1 6 時 4 0 分  

（ 1 0 分 ）  

宣 言 文 採 択   

栃 木 県 ホ ー ム ヘ ル パ ー 協 議 会   絹 木 憲 司 会 長  

1 6 時 5 0 分  閉 会  

 

6   参 加 費    会  員  1 , 5 0 0 円  

一  般  2 , 0 0 0 円  

学  生   5 0 0 円  

 

７  申 し 込 み   以 下 の 二 次 元 コ ー ド ま た は U R L か ら ア ク セ ス し 、 必 要 事 項 を  

入 力 し て お 申 し 込 み く だ さ い 。  

                                             

 

 

 

 

８  締 め 切 り   令 和 8 年 1 月 1 5 日 （ 木 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

h t t p s : / / x . g d / q q C X S  
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別 紙  2 0 2 5 年 度 学 会 ・ 公 開 セ ミ ナ ー の 内 容  

 

項 目  内 容  備 考  

Ⅰ 基 調 講 演  

 

「 新 し い 貧 困 」 の 社 会 的 な 背 景 を 明 ら

か に し 、 社 会 福 祉 専 門 職 及 び 市 民 の

協 働 の 実 践 の 在 り 方 を 考 え る 。  

 

岡 部  卓 教 授  

 

Ⅱ 基 調 報 告  

「 重 層 的 支 援 体 制

整 備 の 現 状 と 課

題 」  

Ⅰ 県 内 初 の 「 地 域 共 生 推 進 室 」 を 設 置

し 、「 重 層 的 支 援 体 制 整 備 」 の 取 り

組 み の 現 状 と 課 題 を 明 ら か に す る 。  

Ⅱ 「 当 事 者 参 加 支 援 」 の ソ ー シ ャ ル ワ

ー ク 実 践 の 到 達 点 の 現 状 と 課 題 を 明

ら か に す る 。  

Ⅲ 「 地 域 包 括 ケ ア 連 携 士 養 成 事 業 」 ～

全 国 済 生 会 モ デ ル ～ の 現 状 と 課 題 を

明 ら か に す る 。  

宇 都 宮 市 保 健 福 部  

地 域 共 生 推 進 室  

野 澤 純 係 長  

栃 木 県 社 会 福 祉 士 会 

   濵 﨑 香 織 理 事  

 

栃 木 県 医 療 社 会 事 業 協 会  

 荻 津  守 副 会 長  

Ⅲ シ ン ポ ジ ウ ム  Ⅰ 「 子 ど も の 貧 困 」  

子 ど も の 幸 福 は 、 家 族 、 教 育 、 地

域 社 会 の 環 境 整 備 と 不 可 分 で あ る 。  

不 登 校 の 児 童 が 爆 発 的 に 増 加 し て

い る 背 景 に 何 が あ る の か 教 育 と 福 祉

の 間 に 介 在 す る 「 子 供 の 貧 困 」 課 題

を 明 確 に す る 。  

栃 木 県 社 会 福 祉 士 会  

Ⅱ 「 女 性 の 貧 困 」  

  日 本 の 女 性 の 地 位 は 、 先 進 国 の 中

で 、 最 下 位 に あ る 。 と り わ け 、 若 年

女 性 に こ れ ら の 矛 盾 が 集 中 し 、 生 理

用 品 の 購 入 も ま ま な ら ぬ 女 性 が 増 加

し て い る 。 宇 都 宮 市 の 受 託 事 業 か

ら 、 実 践 の 在 り 方 を 展 望 す る 。   

栃 木 県 医 療 社 会 事 業 協 会  

  

Ⅲ 「 障 害 者 の 貧 困 」  

障 害 者 、 と り わ け 精 神 障 害 者 は 社

会 か ら 疎 外 さ れ て き た 。 今 、 S W G s

（ 持 続 可 能 な 幸 福 開 発 目 標 ） を 目 指

す 今 日 、 障 害 者 の あ っ て は な ら な い

貧 困 の 実 態 を 明 ら か に す る 。  

栃 木 県 精 神 保 健 福 祉 士  

協 会  

 

Ⅳ 「 高 齢 者 の 貧 困 」  

超 少 子 高 齢 社 会 の 中 、 単 身 高 齢

者 、 認 知 症 家 族 等 を 支 え る 家 族 や 地

域 基 盤 の 弱 体 化 深 刻 で あ る 。 終 身 を

保 護 す る 「 介 護 の 貧 困 」 と は 何 か 、

そ の 現 状 と 課 題 を 明 ら か に す る 。  

栃 木 県 介 護 福 祉 士 会   
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 Ⅴ 「 訪 問 介 護 の 貧 困 」  

  訪 問 介 護 の 開 設 状 況 が 、 １ ケ 所 な

い し ２ ケ 所 の 自 治 体 は 、 全 国 の 自 治

体 の 約 ３ 割 ( 2 9 . 6 ％ ) を 占 め る 。 介

護 報 酬 の 低 さ と 訪 問 介 護 事 業 所 の 小

規 模 化 は 、 人 材 の 確 保 の 困 難 と 相 ま

っ て 、 そ の 課 題 解 決 は 、 急 務 で あ

る 。  

栃 木 県 ホ ー ム ヘ ル パ ー  

協 議 会  

 

 

 


